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生産振興部の取組み
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
振
興
部
は
、
野
菜
・

果
樹
の
生
産
振
興
や
、
優
良
種
苗
の
安
定
供

給
、
営
農
技
術
員
の
指
導
体
制
の
強
化
、
安

全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
体
制
、
技
術
情
報

誌
の
発
行
な
ど
生
産
現
場
を
軸
に
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
生
産
振
興
（
野
菜
）

　

令
和
4
年
度
は
果
菜
類
の
生
産
振
興
と
し

て
、
ピ
ー
マ
ン
の
単
収
向
上
と
生
産
拡
大
を

目
的
に
、
簡
易
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
に
よ
る
長
野

県
普
及
モ
デ
ル
圃
を
設
置
し
、
施
設
化
、
栽

培
技
術
、
品
種
選
定
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
拡
大
の
た
め
、

新
た
な
栽
培
技
術
を
確
立
す
る
べ
く
実
証
圃

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
異
常
気
象
や
園
芸
作
物
の
安
定
生

産
、
水
田
転
作
の
た
め
の
排
水
対
策
と
し
て
、

農
機
レ
ン
タ
ル
事
業
と
連
携
し
カ
ッ
ト
ド

レ
ー
ン
、
カ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
の
実
演
、
実

証
を
県
下
各
地
で
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
は
ピ
ー
マ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
安
定

に
向
け
た
施
設
化
等
の
実
証
を
行
い
、
実
証

結
果
に
よ
る
栽
培
技
術
の
普
及
を
進
め
る
こ

と
で
生
産
出
荷
量
の
拡
大
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

■
生
産
振
興
（
果
樹
）

　

り
ん
ご
の
高
密
植
わ
い
化
栽
培
の
普
及
拡

大
に
向
け
、
剪
定
講
習
会
や
り
ん
ご
高
密
植

栽
培
研
究
会
を
開
催
し
、
栽
培
安
定
に
向
け

た
技
術
指
導
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
に
強
い
施
設
化
と
し
て
、

県
内
4
ヶ
所
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ト
レ
リ
ス
の

モ
デ
ル
圃
を
設
置
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ト
レ
リ
ス
の
普
及
推
進
に

向
け
て
、
コ
ス
ト
低
減
策
の
検
討
の
ほ
か
、

部
材
調
達
や
ト
レ
リ
ス
設
置
手
法
の
検
討
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。　
　

■
優
良
種
苗
の
安
定
生
産

　

野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
品
質
苗
の

生
産
を
行
う
た
め
、
生
産
工
程
管
理
の
徹
底

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ン
ゴ
苗
木
事
業
で
は
、
Ｊ
Ａ
出

資
法
人
に
生
産
委
託
し
、
フ
ェ
ザ
ー
苗
木
等

の
生
産
拡
大
を
図
り
、
令
和
4
年
度
は
5
2
，

0
0
0
本
を
県
下
Ｊ
Ａ
に
供
給
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
5
8
，
0
0
0
本
の
フ
ェ

ザ
ー
苗
の
生
産
供
給
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■�

生
産
振
興
お
よ
び
営
農
技
術
員
の
指
導
体

制
強
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
開
発

　
「
農
業
生
産
管
理
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
に
お
い
て
、
生
産
者
の
反
収
向
上
お
よ

び
営
農
技
術
員
の
指
導
力
向
上
を
目
的
に
、

「
圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
圃
場
毎
の
栽

培
・
生
育
情
報
、
作
業
情
報
を
一
元
的
に
集

約
す
る
こ
と
で
、「
圃
場
カ
ル
テ
」
を
作
成
し
、

当
年
度
の
栽
培
結
果
を
振
り
返
り
、
次
年
度

の
栽
培
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
県
内
J
A
と
連
携

し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
シ
ス
テ
ム
開
発
・
実

証
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
内
J
A
へ
の
提
案
お
よ
び
普
及

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■�

安
全
安
心
な
農
産
物
の
供
給
体
制
の
推
進

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
産
者
の

農
薬
適
正
使
用
の
検
証
と
農
産
物
の
安
全
安

心
体
制
を
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
間

1
，
7
0
0
検
体
の
残
留
農
薬
自
主
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
「
農
業
生
産
工
程
管

理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
共
通
基
盤
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
完
全
準
拠
し
た
「
長
野
県
Ｇ

Ａ
Ｐ
基
準
」「
長
野
県
適
正
農
業
規
範
」
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
第
三
者
認

証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を
目
指
す
産
地
へ
の
取
得

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
振
興
部
で
は
生
産
振
興
、
新
た
な
栽

培
技
術
や
施
設
化
、
生
産
拡
大
を
目
的
と
し

た
シ
ス
テ
ム
開
発
を
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

生
産
振
興
部
の
取
組
み

生産振興部

ピーマン簡易雨よけハウス

ピーマン簡易雨よけハウスでの実習

圃場カルテシステム（アスパラガス）の入力画面
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A-Policy

重点事業方針



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
で
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
配
達
燃
料
油
・
Ｊ

Ａ
で
ん
き
利
用
者
向
け
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
で
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
・
配
達
燃
料
油
・
J
A
で
ん
き
と
い
っ
た

ご
家
庭
に
お
け
る
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ご

利
用
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

2
0
2
3
年
6
月
よ
り
配
達
燃
料
油
の
発
注

機
能
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
配
達
燃
料
油
を
注
文
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ご
利
用
者
様
へ
の
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

１
つ
目
は「
早
期
ご
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
す
。
2
0
2
3
年
3
月
末
ま
で
は
抽
選
形

式
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
4
月
以
降
は

ご
登
録
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
1
，
0
0
0

円
分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

内
容
に
変
更
し
ま
し
た
。
な
お
、
2
0
2
3

年
3
月
以
前
に
ご
登
録
い
た
だ
き
抽
選
に
漏

れ
た
方
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

2
つ
目
は
「
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

こ
ち
ら
は
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
ご
利
用

者
様
向
け
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
、
2
0
2
3

年
12
月
末
ま
で

毎
月
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
応

募
い
た
だ
い
た

方
の
中
か
ら
抽

選
で
毎
月
5
名

様
に
5
，0
0
0

円
相
当
の
長
野

県
産
農
畜
産
物

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
、
と
い
う

内
容
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に

も
ご
利
用
者
様

の
満
足
度
が
向

上
す
る
機
能
の

追
加
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
登
録
い
た
だ
き
、
ご
利
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
活
部 

燃
料
・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
取
組
み

～
Ｊ
Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ご
利
用
者
様
向
け「
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
」に
つ
い
て
～

燃料・ホーム
エネルギー課

ＪＡうちエネポータルのチラシ

【登録方法】

①�ガスの検針票または灯油の
納品書をご用意ください。
②�チラシのＱＲコードをスマート
フォンにて読み取り、ホーム
ページの手順にならってご
登録ください。
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【A-Policy】



　
全
農
長
野
県
本
部
は
、
中
期
事
業
計
画
の
実
践
に
よ
り
Ｊ
Ａ
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
】
令
和
５
年
３
月
末
総
括

そ
の
１
▼
持
続
的
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く
り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
拡
大�

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地
域
実
態
・
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
提
案
と
生
産
拡
大
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
技
術
専
門
知
識
の
あ
る
職
員
の
配
置
や
研
修
の
充
実
に
よ
り
営
農
指
導
支
援
体
制
の
強
化

に
つ
と
め
ま
し
た
。

⑵�

気
象
変
動
に
対
応
し
た
生
産
安
定
化
対
策
と
災
害
忌
避
対
策
と
し
て
施
設
化
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
労

働
力
不
足
や
生
産
性
向
上
等
課
題
解
決
に
向
け
ス
マ
ー
ト
農
業
・
農
業
Ｄ
Ｘ
化
の
導
入
を
す
す
め
ま
し
た
。

そ
の
２
▼
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化�

⑴��

重
点
卸
売
会
社
・
実
需
者
に
向
け
た
総
合
品
目
供
給
に
よ
る
本
県
の
長
期
売
り
場
の
拡
充
、
付
加
価
値
販
売
・

商
品
の
強
化
や
積
極
的
な
加
工
商
品
開
発
、
独
自
色
の
あ
る
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
の
強
化
等
に
よ
り
販
売
力
強

化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵�

包
材
や
肥
料
の
コ
ス
ト
抑
制
、
農
機
低
価
格
モ
デ
ル
共
同
購
入
や
県
域
推
奨
型
式
の
重
点
購
買
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
農
業
生
産
用
燃
料
支
援
対
策
の
実
施
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
の
圧
縮
を
は
か
り
ま
し
た
。

そ
の
３
▼
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善
と
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り�

⑴�

燃
料
次
期
事
業
体
制
の
検
討
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
系
統
結
集
に
よ
る
石
油
取
扱
数
量
の
確
保
や
Ｓ
Ｓ
競

争
力
の
強
化
、
宅
配
事
業
に
お
け
る
戸
配
送
効
率
化
や
お
届
け
手
数
料
の
見
直
し
に
取
り
組
み
収
支
改
善
を

は
か
り
ま
し
た
。

⑵�

石
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
宅
配
事
業
の
収
支
改
善
と
体
制
強
化
に
よ
る
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
維
持
を
通
じ
て
組
合
員
満
足
度
を
高
め
、
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Ⅱ
．【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
】
令
和
５
年
３
月
末
総
括

そ
の
１
▼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み�

⑴��

生
産
振
興
提
案
・
購
買
事
業
の
利
用
拡
大
・
系
統
集
荷
量
の
拡
大
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
地
域
の
担
い

手
へ
の
推
進
を
行
い
、
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

⑵��

担
い
手
か
ら
の
要
望
や
課
題
に
対
し
て
は
、
各
事
業
所
と
本
所
3
部
門
で
共
有
、
協
議
す
る
と
と
も
に
、
解

決
案
等
の
具
体
的
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

⑶�

3
月
末
で
の
担
い
手
訪
問
回
数
の
累
計
は
2
3
9
回
で
、
訪
問
し
た
担
い
手
軒
数
は
93
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
２
▼
農
業
生
産
管
理
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
進
捗
状
況�

⑴�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
チ
ー
ム
を
設
け
、
営
農
お
よ
び
生
産
振
興
事
業
に
関
わ
る
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

関
係
Ｊ
Ａ
や
中
央
会
と
の
協
議
に
基
づ
き
シ
ス
テ
ム
概
要
を
整
理
の
う
え
、
機
能
別
に
開
発
を
す
す
め
ま
し

た
。

⑵�

Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
付
加
価
値
の
あ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
と
め
ま
し
た
。
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
（
11

月
）、
米
穀
出
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
（
2
月
）、
土
壌
診
断
シ
ス
テ
ム
（
3
月
）
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．
各
事
業
別　
令
和
５
年
３
月
末
進
捗
状
況
結
果
お
よ
び
次
期
事
業
計
画
へ
の
す
す
め
方

【
生
産
振
興
部
】

実
行
具
体
策

４
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

1
．
産
地
基
盤
維
持
に
向
け
た
生
産
振
興
の
推
進

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
、
担
い
手
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
生
産
提
案

Ｊ
Ａ
別
メ
ニ
ュ
ー

設
定
・
実
施

施
設
化
や
栽
培
技
術

の
提
案

果
菜
類
等
の
栽
培
技
術
提
案
や
品
種
試
験
に

よ
る
実
証
圃
を
設
置
す
る
。

⑵�

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
の
普
及
拡
大

4
5
0
ha

4
5
0
ha

栽
培
安
定
に
向
け
た
技
術
指
導
を
継
続
実
施

す
る
。
栽
培
技
術
研
究
会
や
剪
定
講
習
会
を

定
期
的
に
開
催
す
る
。

⑶�

Ｊ
Ａ
生
産
法
人
と
連
携
し
た
実
証
圃

設
置
や
作
業
受
託
等
地
域
振
興
へ
の

取
り
組
み

2
法
人

ピ
ー
マ
ン
実
証
圃
の

設
置(

１
法
人)

、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
試
験
圃

の
提
案（
１
法
人
）

ピ
ー
マ
ン
簡
易
ハ
ウ
ス
に
よ
る
所
得
向
上
実
証

圃
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
枠
板
式
高
畝
栽
培
実
証
圃

の
設
置
。
栽
培
技
術
と
施
設
化
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

提
案
に
向
け
た
実
証
圃
を
J
A
と
連
携
し
て
す

す
め
る
。

2
．
気
象
変
動
に
対
応
し
た
生
産
安
定
化
対
策
と
災
害
忌
避
対
策
の
推
進

⑴�

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ト
レ
リ
ス
と
多
目
的
ネ
ッ
ト
の
普

及
拡
大

普
及
推
進

現
地
検
討
4
カ
所

現
地
指
導
の
実
施
4

回
、
多
目
的
ネ
ッ
ト

７
ha
分
導
入
確
認

強
度
強
化
の
現
地
指
導
を
継
続
す
る
。
安
価

な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
ト
レ
リ
ス
実
現
の
た
め
に

海
外
製
コ
ン
ク
リ
ー
ト
支
柱
の
検
討
を
行
う
。

⑵�

生
産
安
定
に
向
け
た
施
設
化
推
進

県
下
4
事
例

現
地
検
討
実
施

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス（
1

事
例
）、
ピ
ー
マ
ン

（
2
事
例
）
の
導
入

ピ
ー
マ
ン
お
よ
び
キ
ュ
ウ
リ
の
モ
デ
ル
圃
場

設
置
を
行
い
、
実
証
結
果
を
活
用
し
普
及
に

向
け
た
水
平
展
開
を
は
か
る
。

⑶�

専
用
農
機
を
活
用
し
た
排
水
対
策
の

実
施

レ
ン
タ
ル
5
Ｊ
Ａ

受
託
2
事
例

レ
ン
タ
ル：

5
Ｊ
Ａ

で
実
施
、
受
託：

実

施
に
至
ら
ず

デ
モ
実
演
を
含
め
9
Ｊ
Ａ
で
実
演
会
実
施
。

引
き
続
き
農
業
機
械
課
レ
ン
タ
ル
事
業
を
利

用
し
た
排
水
対
策
を
提
案
・
実
施
す
る
。

ま
た
、
新
た
な
排
水
対
策
技
術
と
し
て
、「
平

高
畝
成
型
機
」
の
試
験
を
行
い
排
水
性
の
効

果
を
確
認
す
る
。

3
．
ス
マ
ー
ト
農
業
、
農
業
Ｄ
Ｘ
化
の
促
進

⑴�

農
業
生
産
管
理
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
開
発
導
入

試
験
運
用
4
Ｊ
Ａ

情
報
受
発
信
シ
ス
テ

ム
、
圃
場
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
の
開
発

情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
完
了
し
、
令

和
5
年
度
よ
り
シ
ス
テ
ム
稼
働
開
始
と
な
る
。

圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で

開
発
を
行
い
、
2
Ｊ
Ａ
で
運
用
開
始
と
な
る
。

今
後
、
シ
ス
テ
ム
利
用
希
望
Ｊ
Ａ
へ
の
利
用

拡
大
を
す
す
め
る
。

中
期
事
業
計
画
（
令
和
４
～
６
年
度
）

行
動
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

3



4
．
県
本
部
種
苗
供
給
体
制
の
強
化

⑴�
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
優
良
苗
供
給

拡
大

２
０
５
万
本

１
５
３
万
本
供
給

高
品
質
苗
の
生
産
を
継
続
し
て
行
う
た
め
、

生
産
工
程
管
理
を
徹
底
す
る
。

⑵�

リ
ン
ゴ
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産
供
給
拡
大

　

(

生
産
振
興
部
生
産
本
数)

５
万
本

５
・
2
万
本
供
給

歩
留
ま
り
向
上
の
た
め
の
生
育
管
理
を
継
続

し
、
フ
ェ
ザ
ー
苗
生
産
量
の
拡
大
を
は
か
る
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

4
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

1
．
生
産
者
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
販
売
力
の
強
化

⑴�

重
点
卸
売
会
社
、
重
点
実
需
者
に
向

け
た
Ｊ
Ａ
と
品
目
を
横
断
し
た
本
県

長
期
売
場
拡
充

Ｊ
Ａ
と
品
目
の
拡

充

重
点
卸
売
会
社
取
扱

シ
ェ
ア
74
％
（
前
年

72
％
）

総
合
品
目
供
給
に
向
け
て
積
極
的
な
商
談
提

案
と
売
場
確
保
を
す
す
め
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
も
活

用
し
た
意
思
疎
通
、
連
携
強
化
を
す
す
め
る
。

⑵�

業
務
・
加
工
、
輸
出
需
要
に
対
す
る

多
様
な
販
売
・
流
通
手
法
に
よ
る
取

り
組
み
強
化

①
業
務
・
加
工
需
要
へ
の
対
応

②
輸
出
需
要
へ
の
対
応

①
新
規
開
発
5
件

②
輸
出
額
18
億
円

①�

野
菜
4
件
、
き
の

こ
9
件

②
22
・
８
億
円

①�

野
菜
：
レ
タ
ス
新
規
取
引（
カ
ッ
ト
野
菜

2
件
、
中
食
1
件
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
１
件
）。

　
き
の
こ
：
カ
ッ
ト
ぶ
な
し
め
じ
新
規
取
引

　
（
外
食
７
件
、
加
工
1
件
、
中
食
1
件
）。

②�

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
中
心
に
拡
大
。

円
安
も
追
い
風
と
な
っ
た
。

2
．
系
統
集
荷
販
売
力
お
よ
び
収
益
力
の
向
上

⑴�

系
統
未
利
用
・
低
利
用
の
生
産
者
等

に
向
け
た
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
生
産
・

販
売
提
案

推
進
体
制
の
設
置

生
産
者
の
リ
ス
ト
化

に
よ
る
推
進
開
始

訪
問
件
数
93
件

３
部
連
携
に
よ
る
事
業
推
進
。
各
地
推
進
モ

デ
ル
を
選
定
。

⑵�

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
た
青
果
物
付

加
価
値
販
売
・
商
品
の
強
化

付
加
価
値
販
売
開

発
5
件

新
規
販
売
開
発
3
件
菓
子
原
料
用
夏
秋
イ
チ
ゴ
取
引
。
果
実
コ
ン

ポ
ー
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
伝
統
野
菜
セ
ッ
ト
。

3
．
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
よ
る
事
業
効
率
化

⑴�

Ｊ
Ａ
業
務
と
連
動
す
る
販
売
・
購
買
シ

ス
テ
ム
構
築
に
よ
る
情
報
活
用

予
約
集
計
シ
ス
テ

ム
開
発
・
購
買
シ

ス
テ
ム
要
件
確
定

要
件
定
義
協
議
、
関

係
団
体
と
の
合
意
形

成

出
荷
予
定
報
告
か
ら
予
約
管
理
、集
荷
、選
果
、

検
品
、
分
荷
、
配
車
な
ど
を
「
青
果
物
販
売

シ
ス
テ
ム(

仮)

」
に
よ
り
業
務
効
率
化
し
、

デ
ー
タ
の
利
活
用
を
行
う
。

4
．
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
輸
送
体
制
の
確
立

⑴�

継
続
で
き
る
安
定
輸
送
体
制
の
実
現

①�

遠
隔
地
お
よ
び
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋

方
面
の
輸
送
課
題
の
改
善

九
州
・
中
四
国
輸

送
モ
デ
ル
の
導
入

と
実
証

九
州
地
区
向
け
中
継

輸
送
試
験
実
施
。
輸

送
実
態
調
査
、
情
報

連
絡
会
実
施

中
継
輸
送
に
か
か
わ
る
課
題
抽
出
。
荷
役
時

間
短
縮
に
向
け
た
地
区
別
、
市
場
別
課
題
を

個
別
に
対
応
し
た
。

5
．
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
長
野
米
集
荷
推
進
の
実
施
と
販
売
力
強
化

⑴�

長
野
米
の
集
荷
お
よ
び
実
需
者
販
売
の

強
化

７
２
，
０
０
０
ｔ

４
年
産
米
集
荷

６
７
，
８
３
９
ｔ

4
年
産
米
の
長
野
県
公
表
作
況
98
。
実
需
者

へ
の
直
接
販
売
を
す
す
め
、
新
規
取
引
先
確

保
な
ど
4
年
産
米
集
荷
数
量
は
全
量
結
び
付

き
済
み
。

事
前
契
約
の
拡
大
な
ど
、
実
需
者
営
業
を
さ

ら
に
行
い
、
5
年
産
米
の
販
売
強
化
を
す
す

め
る
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

4
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

1
．
包
材
の
コ
ス
ト
抑
制
・
需
要
の
結
集

⑴�

低
コ
ス
ト
組
箱
の
普
及
拡
大

40
万
箱

25
万
箱

リ
ン
ゴ
5
㎏
・
10
㎏
オ
ー
プ
ン
段
ボ
ー
ル
お

よ
び
ぶ
ど
う
、
プ
ル
ー
ン
、
あ
ん
ず
段
ボ
ー

ル
の
低
コ
ス
ト
組
箱
化
を
実
施
。

今
後
、
他
Ｊ
Ａ
へ
拡
大
推
進
を
は
か
る
。

⑵�

機
能
性
の
高
い
包
材
の
導
入
・
普
及

4
規
格

6
規
格

白
菜
段
ボ
ー
ル
の
罫
線
割
れ
防
止
対
策
ア
ー

チ
カ
ッ
ト
を
導
入
。

ぶ
ど
う
、
き
の
こ
の
贈
答
用
段
ボ
ー
ル
に
美

粧
性
の
高
い
段
ボ
ー
ル
を
導
入
。

2
．
低
コ
ス
ト
・
省
力
資
材
の
開
発
、
普
及

⑴�

軽
量
肥
料（
15
㎏
袋
）
の
開
発
・
普

及

２
０
０
ｔ

５
８
０
ｔ

Ｊ
Ａ
銘
柄
1
銘
柄
が
新
規
採
用
、
肥
料
高
騰

対
策
と
し
て
Ｌ
型
肥
料（
低
Ｐ
Ｋ
）
が
伸
長

し
計
画
達
成
。

⑵�

Ｂ
Ｂ
肥
料
指
定
混
合
肥
料
の
普
及
・

拡
大

累
計
3
銘
柄

1
銘
柄
製
品
化

新
製
品
の
推
進
、
新
規
銘
柄
の
開
発
を
行
う
。

3
．
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進

⑴�

わ
た
し
の
肥
料
受
注
推
進

４
，
８
０
０
ｔ

５
，
０
２
７
ｔ

畑
作
中
心
に
拡
大
し
計
画
達
成
。

⑵�

担
い
手
直
送
規
格
農
薬
の
普
及
拡
大

４
，
８
０
０
ha

５
，
７
６
７
ha

新
規
水
稲
除
草
剤
・
園
芸
除
草
剤
の
受
注
拡

大
に
よ
り
計
画
達
成
。

4
．
シ
ス
テ
ム
構
築
・
連
携
に
よ
る
業
務
効
率
化

⑴�

デ
ー
タ
連
携
取
引
先
拡
大
に
よ
る

バ
ー
コ
ー
ド
受
入
カ
バ
ー
率
の
向
上

60
％

64
％

㈱
Ａ
コ
ー
プ
東
日
本
の
再
稼
働
に
よ
り
計
画

達
成
。

取
引
先
拡
大
に
向
け
協
議
を
す
す
め
る
。

⑵�

戸
配
送
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
連

動

シ
ス
テ
ム
改
修

10
月
26
日
本
稼
働
開

始

デ
ー
タ
連
携
拠
点
拡
大
を
想
定
し
た
シ
ス
テ

ム
改
修
を
す
す
め
る
。

5
．
農
機
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

⑴�

県
域
推
奨
型
式
設
定
に
よ
る
重
点
購

買

累
計
10
型
式

累
計
10
型
式

ヤ
ン
マ
ー
22
馬
力
ト
ラ
ク
タ
が
選
定
さ
れ
た
。

４
台
受
注
済（
3
月
末
時
点
）

⑵�
中
古
農
業
機
械
の
流
通
促
進

サ
イ
ト
成
約
40
台

3
月
末
成
約
32
台

中
古
機
の
玉
不
足
に
よ
り
、
8
台
未
達
と

な
っ
た
。
県
本
部
買
取
の
拡
大
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
保
有
機
の
掲
載
拡
大
に
よ

り
流
通
促
進
を
は
か
る
。（
掲
載
別
成
約
内

訳
：
県
本
部
22
台 

Ｊ
Ａ
10
台
）

6
．
県
域
整
備
事
業
の
体
制
強
化

⑴�

中
南
信
管
内
へ
の
県
域
整
備
拠
点
設

置

設
置
準
備

堀
金
設
置

令
和
5
年
4
月
よ
り
、
堀
金
整
備
セ
ン
タ
ー
が

稼
働
し
た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
の
受
注
促
進
を
は
か
る
。

4



【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

4
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
強
化

⑴�

肉
牛（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数
確
保

６
，
７
０
０
頭

６
，
５
５
２
頭

Ｊ
Ａ
・
関
連
会
社
・
販
社
と
連
携
し
、
補
完

的
生
産
事
業
に
よ
る
頭
数
維
持
を
は
か
る
。

⑵�

肉
豚（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数
確
保

５
９
，
０
０
０
頭

６
０
，
６
９
９
頭

Ｊ
Ａ
・
関
連
会
社
・
販
社
と
連
携
し
、
補
完

的
生
産
事
業
に
よ
る
頭
数
維
持
を
は
か
る
。

⑶�

生
乳
の
出
荷
量
確
保

８
５
，
０
０
０
ｔ

８
３
，
７
４
３
ｔ

飼
料
高
騰
に
よ
る
酪
農
家
戸
数
減
、
生
産
抑

制
政
策
の
影
響
あ
り
。
県
本
部
対
策
事
業
の

活
用
に
よ
る
基
盤
維
持
を
は
か
る
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

⑴�

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
生
産
販
売

２
，
５
０
０
頭

２
，
３
３
２
頭

令
和
3
年
対
比
で
34
頭
の
増
加
。
取
引
先
と

の
協
議
に
よ
る
輸
出
も
含
め
、
有
利
販
売
に

つ
と
め
る
。

⑵�

銘
柄
豚
の
特
色
あ
る
販
売
方
式
の
維

持

10
銘
柄
継
続

10
銘
柄
継
続

固
定
価
格
に
よ
る
生
産
・
供
給
頭
数
の
安
定

化
を
は
か
る
こ
と
で
生
産
・
販
売
一
体
と
な

る
基
盤
維
持
を
は
か
る
。

⑶�

生
乳
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に

係
る
全
戸
巡
回

２
４
０
戸

２
３
１
戸

県
下
全
戸
巡
回
を
実
施
済
み
。（
※
廃
業
あ
り
）

３
．
県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
発
揮

⑴�

素
子
豚
の
安
定
供
給

２
２
，
５
０
０
頭

２
１
，
４
４
１
頭

令
和
5
年
度
は
母
豚
の
更
新
率
を
15
％
向
上

さ
せ
、
出
荷
頭
数
の
増
加
に
向
け
、
成
績
向

上
を
は
か
る
。

⑵�

預
託
牛
の
受
入
頭
数
拡
大

３
８
０
頭

３
９
０
頭

大
口
酪
農
家
と
の
継
続
的
な
取
り
組
み
に
よ

る
頭
数
確
保
、
牛
房
管
理
の
向
上
に
よ
り
、

受
入
頭
数
拡
大
を
は
か
る
。

⑶�

生
乳
の
出
荷
量
確
保

１
，
８
０
０
ｔ

１
，
４
３
９
ｔ

令
和
5
年
度
は
搾
乳
頭
数
増
加
お
よ
び
平
均
乳

量
の
改
善
に
よ
り
、
出
荷
量
増
加
を
は
か
る
。

４
．
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

⑴�

県
本
部
生
産
農
場
で
の
実
習
そ
の
他

研
修

2
回
／
年

１
回
／
年

三
岳
牧
場
で
の
採
卵
・
Ｅ
Ｔ
業
務
の
実
習
に

つ
い
て
、
継
続
実
施
す
る
。

５
．
食
肉
処
理
施
設
の
方
向
付
け

⑴�

長
野
県
食
肉
施
設
検
討
会
の
協
議

今
後
の
方
向
付
け

食
肉
施
設
検
討
会
で

の
検
討

長
野
県
農
政
部
が
事
務
局
の
検
討
会
を
決
定

機
関
と
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
参
画
す
る
。

【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

4
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
県
域
会
社
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
事
業
経
営
受
託
の
開
始

⑴�

Ｊ
Ａ
合
意
形
成
と
段
階
的
な
事

業
方
式
の
移
行

Ｊ
Ａ
協
議
と
合
意

形
成

事
業
方
式
の
決
定

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
方
式
を
令
和
6
年

4
月
よ
り
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
現
行
の

協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
は
基
幹
Ｓ
Ｓ
と
し
て
継
続
）。
今
後

は
協
同
経
営
加
盟
Ｊ
Ａ
と
協
議
の
上
、
加
盟
Ｓ
Ｓ

を
決
定
し
て
い
く
。

２
．
石
油
取
扱
数
量
の
確
保

⑴�

系
統
結
集
数
量
を
背
景
に
し
た

仕
入
強
化

２
９
０
，
７
０
０
㎘

（
協
経
含
む
）

２
６
３
，
４
４
９
㎘

（
協
経
含
む
）

県
統
一
の
特
別
対
策
の
実
施
等
に
よ
り
系
統
結
集

を
は
か
っ
た
。
顧
客
固
定
化
で
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

カ
ー
ド
発
券
・
Ｅ
ｎ
ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
発
行
の
継
続
的
な

推
進
と
Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
の
登
録
促
進
に
取
り
組
む
。

⑵�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
Ｗ
ｅ
ｂ
化

対
応
に
よ
る
顧
客
固
定
化

３
．
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
販
売
数
量
の
確
保

⑴�

Ｓ
Ｓ
独
自
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

る
来
店
促
進

６
６
，
０
０
０
㎘

６
４
，
０
２
２
㎘

Ｑ
Ｒ
値
引
き
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
お
よ
び
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

会
員
へ
の
ク
ー
ポ
ン
配
信
に
よ
る
来
店
促
進
を
実

施
し
た
。
ま
た
4
Ｊ
Ａ
15
Ｓ
Ｓ
で
Ａ
・
コ
ー
プ
と

の
連
携
企
画
を
展
開
し
た
。
今
後
は
他
事
業
と
の

連
携
拡
大
に
よ
り
販
売
数
量
確
保
を
は
か
る
。

⑵�

Ｊ
Ａ
事
業
と
連
携
し
た
供
給
促

進
の
展
開

４
．
ガ
ス
取
扱
数
量
の
確
保

⑴�

Ｊ
Ａ
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践

に
よ
る
小
売
事
業
強
化

１
７
，
０
０
０
ｔ

１
６
，
１
１
７
ｔ

各
Ｊ
Ａ
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
と
課
題

協
議
を
実
施
し
た
。
今
後
も
小
売
事
業
強
化
に
向

け
て
行
動
計
画
達
成
率
向
上
を
は
か
る
。
ま
た
顧

客
接
点
強
化
の
た
め
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
12

Ｊ
Ａ
で
展
開
し
て
お
り
、
顧
客
防
衛
の
為
に
継
続

実
施
す
る
。

⑵�

顧
客
防
衛
に
向
け
た
体
制
整
備

と
接
点
強
化	

５
．
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
体
制
の
確
立

⑴�

Ｊ
Ａ
で
ん
き
取
扱
い
の
拡
大

低
圧
供
給

累
計
４
，
０
０
０
戸
低
圧
供
給

累
計
１
，
６
８
６
戸

新
規
取
扱
い
開
始
２
Ｊ
Ａ
を
含
め
県
下
９
Ｊ
Ａ
に

て
Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
取
扱
い
を
展
開
し
た
。
今
後
も

セ
ッ
ト
割
引
や
新
規
契
約
者
特
典
に
よ
り
契
約
戸

数
拡
大
を
す
す
め
る
。

⑵�

灯
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
電
気
の
セ
ッ

ト
割
引
導
入

６
．
自
動
車
取
扱
台
数
の
確
保

⑴�
営
農
車
の
台
数
確
保
と
電
動
車

の
取
扱
拡
大

２
，
７
５
０
台

２
，
３
９
３
台

営
農
車
は
買
取
購
買
・
即
納
に
よ
り
台
数
が
伸
長
。

今
後
も
継
続
的
に
推
進
す
る
。
電
動
車
は
全
国
的

な
納
車
遅
延
の
影
響
を
受
け
台
数
実
績
は
低
迷
し

た
が
、
補
助
金
を
活
用
し
台
数
の
伸
長
を
は
か
る
。

７
．
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
の
拡
大

⑴�

取
扱
商
品
の
拡
充
と
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
た
Ｐ
Ｒ
強
化
に
よ
る
登
録

会
員
の
拡
大

６
０
０
商
品

１
，
５
０
０
会
員

延
べ
８
８
５
商
品

１
，
５
２
０
会
員

Ｊ
Ａ
独
自
品
や
青
果
物
等
の
取
扱
拡
大
と
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
で
の
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
、
利
用
促
進
を
は
か
っ
た
。
今
後

も
各
種
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
会
等

で
の
推
進
に
よ
り
会
員
供
給
拡
大
を
は
か
る
。
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4
月
14
日
㈮
と
15
日
㈯
の
両
日
、
静
岡
県

御
殿
場
市
馬
術
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で「
第

10
回
全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
並
び
に
2
0
2
3
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ

パ
ン 

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
」（
主
催
／
全

国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
、
セ
ン
ト
ラ

ル
ジ
ャ
パ
ン 

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ョ
ウ
は
、
全

国
各
地
の
酪
農
家
の
代
表
牛
が
一
堂
に
集
ま

る
、
乳
牛
の
国
内
最
大
級
の
大
会
で
す
。
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
の
体
型
、
資
質
の
改
良
水
準

を
比
較
・
検
討
し
て
今
後
の
改
良
と
酪
農
業

の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
酪

農
家
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
4
～
5
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
全
国
か
ら
未
経
産
牛
（
出
産
経

験
の
な
い
牛
）
97
頭
、
経
産
牛
（
出
産
経
験

の
あ
る
牛
）
85
頭
の
合
計
1
8
2
頭
が
集
ま

り
、
月
齢
・
年
齢
毎
に
第
1
部
～
12
部
に
分

け
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
門
に
よ
り

出
場
頭
数
は
異
な
り
、
多
い
部
で
は
一
度
に

20
頭
ほ
ど
の
牛
が
審
査
場
内
を
引
か
れ
、
骨

格
や
体
型
な
ど
の
比
較
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
か
ら
は
、
3
月
21
日
㈫
に
開
催
し

た
「
第
49
回
長
野
県
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ

イ
ト
シ
ョ
ウ
」
に
て
選
考
さ
れ
た
代
表
牛
11

頭
が
出
場
し
ま
し
た
。
出
品
農
家
は
、
シ
ョ

ウ
本
番
の
前
日
か
ら
現
地
入
り
し
、
昼
夜
を

問
わ
ず
本
番
の
直
前
ま
で
ミ
リ
単
位
の
毛
刈

り
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
艶
出
し
な
ど
牛
の
調

整
を
行
い
、
万
全
の
状
態
で
審
査
に
臨
み
ま

し
た
。

　

1
日
目
の
未
経
産
の
部
に
は
、
長
野
県
か

ら
第
1
部
1
頭
、
第
2
部
2
頭
、
第
5
部
1

頭
が
出
場
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
第
2

部
（
未
経
産
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
、
月
年
齢
12

月
以
上
～
15
月
未
満
）
に
出
場
し
た
小
林
希

綱
さ
ん
（
上
伊
那
ク
ラ
ブ
）
の
ジ
ヤ
グ
ロ
ブ

リ
ツ
ジ　

ハ
ン
コ
ツ
ク　

サ
リ
ー
が
、
リ

ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
2
位
）
に

選
ば
れ
ま
し
た
（
＝
表
紙
左
上
）。

　

2
日
目
の
経
産
の
部
に
は
、
第
6

部
1
頭
、
第
7
部
1
頭
、
第
8
部
2

頭
、
第
10
部
2
頭
、
第
12
部
1
頭
が

出
場
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
第

12
部
（
高
能
力
牛
、
生
涯
乳
量
4
万

kg
以
上
）
に
出
場
し
た
新
海
益
二
郎

さ
ん（
野
辺
山
ク
ラ
ブ
）の
ラ
ツ
キ
ー

マ
ー
シ
ユ　

マ
オ
マ
オ
ナ
ギ
ー
が
、

リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
2
位
）

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
部
を
と
お
し
て
、
牛
を
引

く
人
の
技
術
を
競
う
「
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
（
一
般
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）」
が
行
わ
れ
、

新
海
益
美
さ
ん
（
野
辺
山
ク
ラ
ブ
）
が
ベ
ス

ト
リ
ー
ド
マ
ン
（
1
位
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
代
表
牛
の
多
く
が
上
位
入
賞
を
果

た
し
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
努
力
が
表

れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
酪
農
情

勢
が
厳
し
い
中
で
の
シ
ョ
ウ
へ
の
参
加
は
、

全
国
の
酪
農
家
と
の
貴
重
な
情
報
交
換
の
場

と
な
り
、
酪
農
の
発
展
に
と
っ
て
も
有
意
義

な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
畜
産
酪
農
課
は
、
酪
農
家
の
交
流

を
深
め
、
乳
牛
の
改
良
・
生
産
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

第
10
回
全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
並
び
に

２
０
２
３
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン 

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ

～
長
野
県
か
ら
11
頭
が
出
場
～

褒章授与

審査の様子
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
4
月
17
日
㈪
、
京
都

食
肉
市
場
㈱
で
「
第
35
回
信
州
和
牛
枝
肉

共
励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
内
各
地
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
信

州
和
牛
36
頭
が
上
場
さ
れ
、
セ
リ
販
売
に

先
立
ち
行
わ
れ
た
枝
肉
審
査
で
、
Ｊ
Ａ
信

州
う
え
だ
の
㈲
小
田
切
牧
場
の
去
勢
牛
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
入
賞

牛
は
ロ
ー
ス
芯
面
積
93
㎠
、
霜
降
り
度
合

い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
は
最
高
値
の

№
12
で
、
京
都
食
肉
市
場
㈱
が
独
自
に
定

め
る
「
京
都
食
肉
市
場
特
選
牛
」
に
認
定

さ
れ
、
さ
ら
に
オ
レ
イ
ン
酸
値
54
・
8
％

で
長
野
県
知
事
が
認
定
す
る
「
信
州
プ
レ

ミ
ア
ム
牛
肉
」
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
食
肉
市
場
㈱
の
購
買
者
に
は
小
売

店
や
専
門
店
が
多
く
、
品
質
の
良
い
枝
肉

は
需
要
が
高
く
、
購
買
層
も
多
い
た
め
、

注
目
の
集
ま
る
最
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
リ
で
は
枝
肉
の
評
価
を
反
映
し
、
3
，

8
0
2
円
／
㎏
で
落
札
さ
れ
、
京
都
市
の

＂
京
都
食
肉
販
売
㈱
＂
様
が
購
買
さ
れ
ま

し
た
。

　

上
場
さ
れ
た
36
頭
中
33
頭
が
信
州
プ
レ

ミ
ア
ム
牛
肉
に
認
定
さ
れ
、
入
賞
牛
の
う

ち
５
頭
す
べ
て
が
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
12
と
な
り
、

5
頭
の
う
ち
4
頭
が
「
京
都
食
肉
市
場
特

選
牛
」
に
認
定
さ
れ
る
と
て
も
レ
ベ
ル
の

高
い
共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
共
励
会
を
と
お
し
て
今
後

も
畜
産
酪
農
課
は
、さ
ら
に「
信
州
和
牛
」

「
信
州
プ
レ
ミ
ア

ム
牛
肉
」
お
よ
び

「
信
州
ア
ル
プ
ス

牛
」
の
認
知
度
向

上
を
図
る
と
同
時

に
、
長
野
県
内
を

中
心
に
牛
肉
の
消

費
拡
大
に
向
け
た

販
売
促
進
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
4

月
26
日
㈬
、
職
員
向
け

の
研
修
と
し
て
小
平
奈

緒
さ
ん
の
講
演
会
「
人

と
つ
な
が
る
～
信
州
愛

～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

若
手
職
員
を
中
心
に

50
名
が
出
席
し
、
小
平

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
し
た
貴
重
な

お
話
を
聴
講
し
ま
し
た
。

小
平
奈
緒
さ
ん
の

講
演
会
を
開
催

京
都
食
肉
市
場　

に
て

「
第
35
回
信
州
和
牛
枝
肉
共
励
会
」開
催

最優秀賞を受賞した㈲小田切牧場の枝肉

入賞者一覧（敬称略）
賞 ＪＡ名 生産者 品種・性別

最優秀賞 信州うえだ ㈲小田切牧場 黒毛和種・去勢
優秀賞 みなみ信州 ㈱夢ファーム高森農場 黒毛和種・去勢
〃 長野八ヶ岳 津金　武幸 黒毛和種・去勢

優良賞 松本ハイランド 百瀬　圭太朗 黒毛和種・去勢
〃 松本ハイランド ㈲高原牧場 黒毛和種・去勢

聴講した若手職員と記念撮影 写真や動画を示しながら講演する小平さん
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
県
内
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
強
化
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

長
野
県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
を
（
公
財
）

長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
し
た
県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」3
ト
ン
、「
信

州
ま
る
ご
と
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
（
1
6
0

ｇ
）」
3
0
0
0
本
、「
ｗ
ｏ
ｗ
！
！
イ
ン
ド

風
チ
キ
ン
カ
レ
ー
味
な
め
茸
」
1
5
0
0
個

は
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
と
お
し

て
、
全
国
大
会
を
は
じ
め
各
種
大

会
で
活
躍
し
て
い
る
県
内
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

4
月
25
日
㈫
の
寄
贈
式
で
、
全

農
長
野
の
長
谷
川
孝
治
副
本
部
長

は
「
県
内
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
強
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

目
録
を
手
渡
す
と
、
林
泰
章
理
事

長
は
「
5
年
後
の
第
82
回
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
て
、
選
手
た

ち
は
一
層
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

県
内
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
、
有
効
活
用
し
た
い
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

1
9
9
9
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
取
り
組
み
は
、
今
年
で
25
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

　

5
月
5
日
㈮
こ
ど
も
の
日
に
併
せ
て
、

長
和
町
に
あ
る
長
門
牧
場
で
、
Ｊ
Ａ
全
農

長
野
畜
産
酪
農
部
に
よ
る
「
酪
農
理
解
醸

成
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

飼
料
・
燃
料
等
の
コ
ス
ト
増
嵩
に
よ
る

厳
し
い
酪
農
情
勢
を
乗
り
切
る
た
め
信
州

産
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、「
現

状
の
酪
農
情
勢
」「
模
型
牛
で
の
搾
乳
体

験
」「
ミ
ル
メ
ー
ク
等
の

酪
農
消
費
拡
大
グ
ッ
ズ

の
配
布
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
費
者
の
皆
様
か
ら

は
、「
模
型
牛
だ
か
ら
子

供
も
安
心
し
て
搾
乳
体

験
が
で
き
た
」
等
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
模
型
牛
の

「
も
も
ち
ゃ
ん
」
も
大
活

躍
で
多
く
の
子
供
を
背

に
乗
せ
、
大
好
評
で
終
了

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
と
お
し

て
、
消
費
者
の
皆
様
に
、

「
安
心
・
安
全
の
信
州
産

牛
乳
」
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
も
消
費
拡
大

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

長
門
牧
場
で

酪
農
理
解
醸
成
活
動
を
実
施

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に

長
野
米
な
ど
を
寄
贈

ももちゃんに乗り笑顔のお子さん

撮影に応じる林理事長（左）と長谷川副本部長（右）
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新 採 用 職 員 紹 介
令和5年度の新採用職員を順次ご紹介します

管理部

吉
よし

川
かわ

 俊
とし

輝
き

　はじめまして、管理部経理課の吉川俊輝です。
　出身は飯田市で、実家が農家のため、新鮮な食材をいっ
ぱい食べて育ちました。趣味は、バドミントン・サイクリング・
音楽鑑賞などで、体を動かすことが大好きです。
　社会人として働き始めて、わからないことや不安もたくさん
ありますが、チャレンジ精神を大切にして日々の業務に取り組
んでいきたいです。
　よろしくお願いいたします。

経理課 簿記の勉強、頑張っています！

生産振興部

佐
さ

鳥
とり

 広
ひろ

樹
き

　はじめまして、生産振興課の佐鳥広樹と申します。
　出身は長野市で、信州の自然豊かな地で過ごしてきました。
好きな食べ物は地元川中島の桃です。
　趣味はプロ野球観戦とサウナ、特技はスキーです。現在は
新しい趣味を見つけることを意識して生活しています。
　これまで農業に関わる機会がほとんど無かったので、新鮮
な気持ちで業務に励んでおります。まだまだ至らない点が山ほ
どありますが、初心を忘れずに一日も早く皆様のお力になれる
よう頑張って参ります。
　よろしくお願いいたします。

生産振興課 初めてピーマンの定植をしました！

生産販売部

西
にし

澤
ざわ

 亜
あ

優
ゆ

　はじめまして、米穀課の西澤亜優と申します。出身は長野
県茅野市です。趣味は舞台の観劇や配信を見ることなどたく
さんあります。
　大学進学で一度長野を離れましたが、それにより長野の良
さを認識し、就職を機に戻ってまいりました。田畑が広がり山々
や自然が美しいこの長野で働いていけることをうれしく思って
います。また、何よりも組合員の皆様と長野県の農業のことを
考えて働いていきますので、よろしくお願いいたします。

米穀課 お米の倉庫に行きました
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は
じ
め
に
、
4
月
10
日
お
よ
び
25
日
に
発
生

し
た
凍
霜
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
・
組
合
員
の

皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
栽
培
管
理
や
相
談
な
ど
、
被
害
を
最

小
限
に
留
め
る
よ
う
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

で
き
る
限
り
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
参
り

ま
す
。

　

県
内
各
地
で
田
植
え
が
順
調
に
す
す
ん
で

い
ま
す
。
田
植
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
安
曇

野
で
4
月
下
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
善
光
寺

平
で
は
6
月
上
旬
ま
で
と
地
域
差
が
あ
り
ま

す
。
県
内
各
地
で
稲
の
生
育
の
違
い
を
通
じ
、

信
州
の
素
晴
ら
し
い
田
園
と
里
山
の
風
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
4
月
に
開
催
さ
れ
た
先
進
7
カ
国
農

業
大
臣
会
合
で
「
宮
崎
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
採
択

さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
国
際
的
意

識
の
高
ま
り
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
よ
る
国
内
消
費
拡
大
と
経
済
復
興

機
運
の
高
ま
り
に
対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

等
に
端
を
発
す
る
世
界
的
資
源
争
奪
に
よ
る

資
材
高
騰
問
題
の
継
続
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
脱
却
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
可
能
性
が
高

く
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
」
も
、
引
き
続
き
「
食
料

安
保
の
強
化
」「
再
生
産
に
配
慮
し
た
適
正
な

価
格
形
成
の
仕
組
み
の
具
体
化
」「
農
業
の
持

続
的
な
発
展
」
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
・

利
用
者
に
日
々
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。�

（
I
）

令和5年度4月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 0 0 0 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 32 78 93 

生 産 振 興 部 計 32 78 62 

米 穀 886 83 93 

果 実 花 き 258 111 117 

野 菜 き の こ 1,665 88 114 

営 業 318 85 110 

生 産 販 売 部 計 3,126 88 107 

包 装 資 材 421 92 105 

生 産 資 材 1,638 105 102 

農 業 機 械 629 111 103 

施 設 住 宅 552 294 277 

生 産 購 買 部 計 3,241 117 115 

畜 産 酪 農 2,362 102 96 

三 岳 牧 場 34 160 147 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 21 82 78 

八 ヶ 岳 牧 場 19 98 120 

畜 産 酪 農 部 計 2,435 102 97 

燃料・ホームエネルギー 2,156 96 94 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 696 127 101 

生 活 733 116 103 

生 活 部 計 3,585 104 97 

長 野 県 本 部 計 12,420 102 104 
（内部販売高含む）

編 

集 

後 

記

6月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

6/28（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

生活課

JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました

■材料（２人分）

■作り方
①�スパラガスは斜め切り、セルリーは薄切り、にんにくはみじ
ん切りにする。
②�サラダ油でにんにくとアスパラガス、セルリー、きのこミッ
クスを入れて炒め、しんなりしたらＡで調味する。
③温かいご飯に②とレタスミックス、バターを混ぜる。

・レタスミックス*1�  100g
・アスパラガス�  2本
・セルリー�  1/2本（50g）
・きのこミックス*2�  150g
・にんにく�  １片
・サラダ油�  大さじ１

【Ａ】
・醤油�  大さじ１
・みりん�  大さじ1/2
・鶏ガラスープの素�  小さじ２
・黒こしょう�  少々

・バター� 5g
・ご飯� 250g

長野県産野菜ときのこ
アンケートキャンペーン第 1 弾レシピ

野菜ときのこの
簡単ガーリック混ぜご飯

便利なｍｙカット野菜・きのこ
＊１ レタスミックス…�レタス類を4~5センチ角に切り、混ぜたもの。
	 �水洗いして、水気を切ってからカットし、キッ

チンペーパーを敷いた容器で冷蔵保存（保存
期間目安：３～４日）

＊２ きのこミックス…����石づきを切り、食べやすくほぐして混ぜたもの。
	 �洗わず、食べやすい大きさにカットし、ジッパー

バッグで冷凍保存（保存期間目安：1カ月）
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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